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２ 重点戦略（鶴ヶ島市まち・ひと・しごと創生総合戦略） 

まちづくりの課題の解決に向けて、各分野の取組を横断的に連携しながら推進して

いく 3 つの重点的な取組を掲げます。 

これら 3 つの取組を一体的に進めることで、市の将来像の実現を目指します。 

 

 

■ 重点戦略の見方 
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重点戦略は、基本構想に掲げたまちづくりの課題（魅力ある地域社会をつくり、将来にわた

って市の活力を維持すること）を解決するために推進するものであり、人口減少克服・地方創

生を目的とする「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の考え方と一致するものです。 

そのため、鶴ヶ島市では、第６次鶴ヶ島市総合計画前期基本計画の重点戦略を、「第 2 期鶴

ヶ島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」として位置付け、引き続き地方創生に取り組んでい

きます。 
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重点戦略１ 子どもにやさしいまちづくり 

 

(1) 妊娠前から子育て期にわたる切れ目のない支援の充実 

安心して子どもを産み育てられる環境づくりを推進するとともに、すべての子ど

もや子育て家庭に寄り添った相談支援体制のさらなる発展と拡大を図るなど、妊娠

前から子育て期にわたる切れ目のない支援の充実を図ります。 
 

(2) 新しい時代を生きる子どもたちへの教育の充実 

新しい時代を生きる子どもたちへの教育の充実を図るため、学び合い学習1や外国

語教育・ICT2を活用した教育を推進するとともに、学校と地域の新しい連携体制の構

築や、学校施設の老朽化対策、学校再編などにより、教育環境の向上を図ります。 
 

(3) 安心して子育てができる環境の整備 

保育所（園）、学童保育室の待機児童数「ゼロ」の継続や、子育て交流の場の充実

などにより、地域で安心して子育てができる環境整備を進めます。3456 

  

                                                   
1 学び合い学習…児童・生徒が自ら考え、仲間との対話を通して、考えを広げたり深めたりすることで、すべての子どもの学びを保障することを目指す学習の考え方 
2 ICT…情報通信技術のこと。従来から使われていた IT に替わって、通信ネットワークによって情報が流通することの重要性を意識して使用される言葉 
3 こんにちは赤ちゃん訪問…子育ての孤立化を防ぐために乳児のいるすべての家庭を訪問し、子育ての悩みを聞き、必要な支援につなげる事業 
4 子ども家庭総合支援拠点…児童福祉法に基づき、すべての子どもとその家庭および妊産婦などを対象に、福祉に関する支援業務を行う拠点 
5 子どもサロン…放課後の子どもたちの居場所として、地域住民と一緒に、宿題などの学習をしたり、自由に遊んだりできる場のこと 
6 ファミリー・サポート・センター…子育ての援助を受けたい人（利用会員）と子育ての援助をしたい人（提供会員）が、地域の中で相互援助を行う会員組織 
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■ 10 年後を見すえた取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校施設の老朽化対策・学校再編 
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重点戦略２ いつまでも健康でいられるまちづくり 

 

(1) 多様な主体による健康づくりの推進 

地域と連携した健康づくりの体制を構築するとともに、保健・医療や介護予防事業

などを一体的に推進することにより、一人ひとりの健康状況に応じたきめ細やかな

健康づくりを進めます。 
 

(2) 外出したくなる環境の整備 

日常的に歩きたくなるような街並み、歩道、公園や、健康づくりの拠点などを整備

するとともに、公共交通のさらなる利便性の向上を図り、誰もが気軽に外出できる住

みやすい環境づくりを進めます。 
 

(3) 社会参加の促進 

地域社会とのつながりなどにより、いつまでも心身ともに健康を維持することが

できるように、社会参加を一層促進します。1234 

  

                                                   
1 健康寿命…「65 歳に達した人が健康で自立した生活を送る期間」を指し、具体的には「要介護 2」以上になるまでの期間 

2 フレイル…加齢とともに心身の機能が低下し、「健康」と「介護」の中間の状態にあること 

3 ユニバーサルデザイン…施設や製品などを、できるだけ多くの人が使いやすいようにするという考え方 
4 ふれあい・いきいきサロン…地域の身近な場所で、地域に住む誰もが気軽に参加し、交流を深めることで、住み慣れた地域の中

で支えあい、安心して楽しく暮らしていくための集いの場 
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■ 10 年後を見すえた取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

健康づくりの拠点整備 
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重点戦略３ 多様な働き方が実現できるまちづくり 

 

(1) 圏央鶴ヶ島インターチェンジ周辺地域の整備・活用 

圏央鶴ヶ島インターチェンジ周辺の道路インフラなどの基盤を着実に整備すると

ともに、企業支援に向けた取組を進めることにより、経済効果をもたらす企業誘致な

どを推進し、地域経済の活性化を図ります。 
 

(2) 職住近接を中心とした時間と心のゆとりの創出 

職住近接のまちづくりを進めるため、区画整理などの市街地整備により居住の受

け皿を確保するとともに、市内企業と連携し、地域資源を活用した新たな魅力や雇用

の創出などを図ります。 
 

(3) 多様な担い手の活躍の促進 

女性、高齢者、障害のある人、外国人など、誰もが活躍できる地域の実現に向けた

取組を一層推進します。1234 

  

                                                   
1 地区計画…一定のまとまりをもった地区を対象に、その地区の実情に合った良好な市街地環境を整備、保全するために定められ

る計画 

2 地区施設…都市計画法に基づく地区計画に定められる道路や公園、緑地などの施設 

3 認定農業者…農業経営基盤強化促進法に基づく農業経営改善計画を作成し、市町村の認定を受けた農業者 

4 就労継続支援事業所（A・B 型）…障害者に就労訓練の機会を提供する福祉サービスで、雇用契約のもとで最低賃金を保障する

「A 型」と、作業訓練で工賃を受け取る「B 型」がある。 
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■ 10 年後を見すえた取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市内企業と連携した鶴ヶ島駅周辺地区の拠点整備 


